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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両を換気するための装置であって、供給通路（１）と吹出し要素（２）とを含み、こ
の吹出し要素が空気の吹出し平面を限定する吹出し口（６）を備えており、空気流が供給
通路（１）を通して吹出し要素（２）の入口（８）内に案内可能であり、空気流が吹出し
要素（２）から車両室内に流入し、吹出し要素（２）が偏向手段（３、７ａ、７ｂ、７ｃ
、７ｄ）を有し、この偏向手段によって空気流の少なくとも一部に捩れを供給可能である
ものにおいて、吹出し平面が空気流の方向（Ｃ）と実質平行に吹出し要素の入口（８）の
領域に配置されており、偏向手段（３、７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄ）が吹出し要素（２）の
湾曲壁体（３）を含み、壁体の高さが湾曲壁体（３）の推移にわたって減少することを特
徴とする装置。
【請求項２】
　偏向手段（３、７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄ）が吹出し要素（２）の部分円形壁体（３）を
含むことを特徴とする、請求項１記載の装置。
【請求項３】
　吹出し要素（２）が蓋要素（５）を有し、吹出し面（６）が蓋要素の外縁（５ａ）と壁
体の上稜（３ａ）との間を延びていることを特徴とする、請求項２記載の装置。
【請求項４】
　吹出し面（６）が円環の少なくとも一部の形状を有することを特徴とする、請求項２～
３のいずれか１項記載の装置。
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【請求項５】
　偏向手段（３、７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄ）が互いに平行な複数の壁体を含み、空気流が
それらの壁体のうち少なくとも２つの壁体の間で案内されていることを特徴とする、請求
項２～４のいずれか１項記載の装置。
【請求項６】
　複数の壁体（３、７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄ）が異なる長さを有することを特徴とする、
請求項５記載の装置。
【請求項７】
　吹出し面（６）に垂直に測定した吹出し要素の最大高さが供給通路（１）の高さをさし
て超えないことを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項記載の装置。
【請求項８】
　吹出し平面（６）で測定した吹出し要素の最大直径が供給通路（１）の幅の２倍よりも
さして大きくないことを特徴とする、請求項１～７のいずれか１項記載の装置。
【請求項９】
　多数の吹出し要素（２）が供給通路（１）と結合されていることを特徴とする、請求項
１～８のいずれか１項記載の装置。
【請求項１０】
　少なくとも２つの吹出し要素（３０２ａ、３０２ｂ）が互いに実質鏡像対称に供給通路
（１）に配置されており、空気流の少なくとも一部が両方の吹出し要素（３０２ａ、３０
２ｂ）に実質半分ずつに分配可能であることを特徴とする、請求項９記載の装置。
【請求項１１】
　少なくとも２つの吹出し要素（２）が空気流の方向で供給通路（１）と順次結合されて
いることを特徴とする、請求項９～１０のいずれか１項記載の装置。
【請求項１２】
　車両の通常走行運転時に偏向手段（３、７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄ）を調整するための調
整可能に移動可能な要素が装置に設けられていないことを特徴とする、請求項１～１１の
いずれか１項記載の装置。
【請求項１３】
　装置が自動車のヘッドライニング領域に配置されていることを特徴とする、請求項１～
１２のいずれか１項記載の装置。
【請求項１４】
　装置が自動車の側部ルーフピラー領域に配置されていることを特徴とする、請求項１～
１２のいずれか１項記載の装置。
【請求項１５】
　装置が自動車の乗員シートまたは運転者シートに配置されていることを特徴とする、請
求項１～１２のいずれか１項記載の装置。
【請求項１６】
　装置が自動車の後部室内領域に配置されていることを特徴とする、請求項１～１２のい
ずれか１項記載の装置。
【請求項１７】
　装置が自動車のインストルメントパネル領域に配置されていることを特徴とする、請求
項１～１２のいずれか１項記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両を換気するための装置（とくに、供給通路と吹出し要素とを含み、この
吹出し要素が空気の吹出し平面を限定する吹出し口を備えており、空気流が供給通路を通
して吹出し要素の入口内に案内可能であり、空気流が吹出し要素から車両室内に流入し、
吹出し要素が偏向手段を有し、この偏向手段によって空気流の少なくとも一部に捩れを供
給可能である装置）に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は自動車用室内換気の空気吐出し口を示しており、そこでは供給通路を通し
て供給される空気流が、調整可能な案内羽根によって捩れを付加可能であり、空気流は供
給通路に実質垂直な吹出し口を通して車両の室内に流入する。このような空気吐出し口は
実質的に車両のインストルメントパネル領域に取付けるために設けられている。
【０００３】
　最近の自動車製造では、室内を換気し空気調和するための手段がますます費用を要する
ようになってきている。特に、空気を少なくとも選択的に分配して、乗員によって煩わし
いと感じられる指向性空気流が生じることのないことが望まれている。さらに、空気を適
切に後部または側部車両領域に、またはルーフ領域にも吐き出して、分配されかつ場合に
よっては選択可能な換気を達成することも望まれている。その際、特に前記諸領域におけ
る限定された構造空間が拡散吐出し空気を求める要求の妨げとなる。
【特許文献１】独国実用新案第２９９１４９６２号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、空気吐出し口を改良し、拡散されもしくは極力無指向的に吹き出され
る空気の場合でも機械的に単純な構造態様と僅かな構造空間需要とを達成できるようにす
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この課題は、本発明によれば、空気吐出し口について、吹出し平面が空気流の方向と実
質平行に吹出し要素の入口の領域に配置されていることによって解決される。
【発明の実施の形態】
【０００６】
　供給される空気流に対して吹出し面が実質平行な整列で配置されることによって、それ
にもかかわらず捩れを備えられかつそれゆえに拡散して吹き出る空気流を実現する特別扁
平な構造様式が可能となる。捩れとは空気流の旋回のことであり、これは結局、空気流が
吹出し面の異なる領域から著しく異なる方向に進出することをもたらす。
【０００７】
　本発明に係る装置の好ましい１実施形態において偏向手段は吹出し要素の湾曲壁体、特
に部分円形壁体を含み、特別好ましくは壁体の高さが壁体の湾曲推移にわたって減少する
。これにより、空気流が偏向手段の推移にわたって一方で異なる方向に、他方で吹出し面
単位当り極力一定した流量で吹き出ることが簡単かつ安価に達成される。
【０００８】
　さらに好ましくは蓋要素が設けられており、吹出し面は蓋要素の外縁と壁体の上稜との
間を延びている。好ましくは、吹出し面は円環の少なくとも一部の形状を有し、これによ
り全体として、特別制御下での空気流案内が簡単な手段で可能であり、特に空気流の指向
性成分が例えば吹出し要素の中央領域から吹き出ることはできない。
【０００９】
　他の好ましい１実施形態において偏向手段は互いに平行な複数の壁体を含み、空気流は
壁体のうち少なくとも２つの壁体の間で案内されている。その際好ましくは壁体が異なる
長さを有する。これにより、さまざまな吹出し面領域、それとともにさまざまな方向への
均一な空気流分配のさらなる向上が可能になる。
【００１０】
　本発明に係る吹出し要素は特別好ましくは、吹出し面に垂直に測定した吹出し要素の最
大高さが供給通路の高さをさして超えないように寸法設計されている。そのことから、本
発明に係る装置の全体として扁平な構造様式が可能になる。
【００１１】
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　有利には、吹出し平面で測定した吹出し要素の最大直径が供給通路の幅の２倍よりもさ
して大きくないようにすることができる。これにより、本発明に係る装置は利用可能な構
造空間が僅かであるにすぎない場合でも利用することができる。
【００１２】
　本発明に係る装置の他の好ましい１実施形態において多数の吹出し要素が供給通路と結
合されている。その際有利には少なくとも２つの吹出し要素は互いに実質鏡像対称に供給
通路に配置しておくことができ、空気流の少なくとも一部は両方の吹出し要素に実質半分
ずつに分配可能である。これに代えてまたはこれを補足して、少なくとも２つの吹出し要
素は空気流の方向で供給通路と順次結合しておくこともできる。これにより全体として、
車両諸領域に拡散換気を供給するとき大きな柔軟性が得られる。
【００１３】
　特別好ましくは、本発明に係る装置は車両の通常走行運転時に偏向手段を調整するため
の調整可能に移動可能な要素を有しない。そのことから、本発明に係る装置および特に吹
出し要素の小さく構成された安価な構造態様が可能になる。それゆえに特に、本発明に係
る吹出し要素は僅かなプラスチック部品のみで構成することができ、射出成形法で単一の
プラスチック部品のみからの作製も可能である。好ましくは吹出し要素は製造時に２つの
部品から、つまり偏向手段を含む要素とこれに嵌着可能かつ場合によっては接着またはク
リップ止めされる蓋とで構成される。
【００１４】
　本発明に係る装置は特別有利には自動車のヘッドライニング領域に配置されている。こ
れに代えてまたはこれを補足して、装置は自動車の側部ルーフピラー領域、乗員シートま
たは運転者シート、インストルメントパネル領域および／または車両後部室内領域に配置
しておくこともできる。自動車内のこれらすべての配置用に、本装置は単純で省スペース
的で安価な構造様式のゆえに拡散空気分配特性と合せて特別適している。
【００１５】
　しかしながら本発明に係る装置は車両のインストルメントパネル領域でも利用すること
ができ、従来の換気装置を補足しまたはそれと取り替えることができる。
【００１６】
　本発明に係る装置のその他の利点および特徴は実施例および従属請求項から明らかとな
る。
【００１７】
　以下、本発明に係る装置の３つの好ましい実施例が述べられ、添付図面に基づいて詳し
く説明される。
【実施例】
【００１８】
　図１による第１実施形態は実質直線状の供給通路１を含み、供給通路がここでは台形横
断面を有する（特に図２参照）。
【００１９】
　空気の流れ方向で供給通路１に吹出し要素２が続いている。この吹出し要素２は湾曲壁
体、特に部分円形に湾曲した壁体３を含み、この壁体は吹出し要素２の入口８領域で始ま
る。壁体の上側成端稜３ａは実質的に、吹出し平面と称される１平面を延びている。湾曲
壁体３は吹出し要素２に流入する空気用の偏向手段を形成する。
【００２０】
　壁体の下側成端稜３ｂは１平面を延びているのでなく、吹出し要素の中心軸線Ａを中心
に螺旋を形成する（図２参照）。
【００２１】
　それとともに壁体３の高さはその湾曲推移にわたって一定でない。壁体の上側成端稜３
ａの所定の１点について上側成端稜３ａに垂直な下側成端稜３ｂとの距離がそれぞれ壁体
３の高さと定義されている。
【００２２】
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　吹出し要素２の底４は吹出し要素２の下面を完全に覆い、下側成端稜３ｂの推移で成端
する。それゆえに底４は平らでなく、下側成端稜３ｂの推移に相応した螺旋状面である。
【００２３】
　実質円形の蓋５は吹出し平面に配置されており、蓋の中心点は中心軸線Ａにある。蓋は
、中心軸線Ａと吹出し要素２の上側成端稜３ａとの一定した距離よりも小さな半径Ｒを有
する。これにより蓋５の縁５ａと壁体３の上側成端稜３ａとの間に実質円環状の開口した
吹出し面６が一定した幅Ｂで残る。蓋５の幅Ｂと半径Ｒとの比はこの実施例においてほぼ
１：３．２である。要求される空気吐出しプロフィルに応じてこの比は一層大きなまたは
小さな蓋５を選択することによって適応可能である。
【００２４】
　図４による図示は吹出し要素２を蓋５なしに示す。図４は吹出し面６のさまざまな個所
にそれぞれそこから吹き出る空気の方向を示している。湾曲壁体３に沿った案内もしくは
偏向によって空気に捩れが加えられるのがわかる。それゆえに空気は吹出し面の異なる個
所で異なる方向に吹き出る。それに加えて空気は局所的に見ても渦状に吹き出、そのこと
は図４に矢印の曲がりによって示唆されている。これにより全体として、特別拡散性かつ
無指向性空気吹出しが保証されている。
【００２５】
　壁体３の高さがその周面にわたって減少していることは、吹出し面６の推移にわたって
ほぼ一定した空気吹出し流が確保されていることに決定的に寄与する。というのも、周方
向で縮小する空間に起因して吹出し要素内の局所空気圧は事前に進出した空気によって下
げられる程度に動的に高められるからである。
【００２６】
　吹出し要素２の入口８の領域における空気流の方向Ｃは特に図４から明らかとなり、こ
の領域において供給通路１の壁と平行に延びている。この方向Ｃは吹出し面６のある吹出
し平面に対して実質平行である。この実施例において吹出し要素２の直径Ｄは約８０ｍｍ
、供給通路１の幅は約４０ｍｍである。供給通路１の最大高さＨは２０ｍｍである。これ
らの数値は単なる例と理解しなければならない。吹出し要素２を特別扁平に構成するため
に供給通路１の高さＨはさらに例えば１０ｍｍへと低減することができる。
【００２７】
　明確にしておくなら、壁体高さの縮小は必ずしも必要でない。均一な空気分配という類
似の効果は例えばその周面にわたって幅を拡張する吹出し面によって達成することができ
、これは例えば円形状とは異なる蓋によって達成することができる。
【００２８】
　同様に、吹出し面６は厳密に１平面にある必要がない。上側周壁体が螺旋状に延びる実
施も考えられる。本発明の意味においてやはり吹出し平面がこれによって定義される。重
要なのは、吹出し平面が空気流の方向Ｃと実質平行に吹出し要素２の入口領域８に配置さ
れ、こうして本発明に係る装置の扁平で省スペースな構造様式が確保されていることであ
る。利用可能な構造空間の形状に応じて、供給通路１は吹出し要素２にそれが入り込む直
前に曲げておくこともできる。
【００２９】
　図２の平面図が示すように、吹出し平面で測定した吹出し要素２の最大直径は供給通路
１の幅の２倍よりもさして大きくはなく、供給通路の幅はこの場合供給通路１の両方の平
行な壁の間の距離である。
【００３０】
　それに加えて、吹出し要素２の（中心軸線Ａの方向で測定した）最大高さは供給通路１
の最大高さよりもさして大きくなく、この最大高さは両方の平行な通路壁のうち長い方の
通路壁の高さに一致する。大きさ等級の点で最大高さの値は約１０～３０ｍｍ、特に２０
ｍｍである。
【００３１】
　図５による本発明に係る装置の第２実施例は、付加的偏向手段７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄ



(6) JP 4748607 B2 2011.8.17

10

20

30

が設けられていることによって第１実施例と相違している。これらの偏向手段はそれぞれ
中心軸線Ａと同心な壁体を含み、壁体は外壁体３と平行に延び、それらの推移にわたって
それらの高さが相応に縮小している。壁体７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄは外壁体３と同様にそ
れぞれ吹出し要素２の入口８で始まっているが、しかし異なる長さを有する。特に、最も
内側の壁体７ｄは最大円角度にわたって吹出し要素２内での空気流の円形推移に追従して
いる。外側の付加的壁体７ａは最小円角度にわたって延びている。第２実施例も蓋５を含
むが、しかしこの蓋は図示上の理由から図５に示してない。
【００３２】
　第２実施例によって、吹出し面の推移にわたって吹出し空気流のなお一層改善された均
等分配が全体として達成される。それに加えて空気はなお一層強く捩れを付加され、車両
室内に空気が特別拡散して吐き出されることが達成される。
【００３３】
　本発明に係る装置の好ましい第３実施例が図６に示してある。その際、先行する実施例
のものにそれぞれ一致した２つの吹出し要素３０２ａ、３０２ｂは互いに鏡像対称に配置
されている。特別幅広の供給通路３０１からの空気流のそれぞれほぼ半分が各吹出し要素
３０２ａ、３０２ｂに流入する。
【００３４】
　本発明に係る複数の吹出し要素をこのように平行に配置することで、標準化された部材
によって大量の空気流の分配も簡単に達成される。第３実施例の代わりにまたはそれを補
足して、吹出し要素２は同じ（主）供給通路に順次配置しておくこともできる（図示せず
）。それゆえに全体として前記吹出し要素は大量の空気を同時に柔軟に利用可能にかつ構
造空間を節約して拡散分配することを可能にする。
【００３５】
　最後に触れておくなら、本発明に係る前記装置はすべて、大量の空気を処理する場合で
も空気流による騒音発生がきわめて少ないという他の利点を有する。それは、空気流の渦
化もしくは捩れ付加が大きな空間領域にわたって均一に起き、空気圧または流れ速度の大
きな局所差が吹出し要素２のいずれの個所にも現れないことに起因している。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明に係る装置の第１実施形態の立体図である。
【図２】図１による装置の供給通路方向における平面図である。
【図３】図１の装置の正面側平面図である。
【図４】図１の装置の部分的立体図であり、空気の流れ方向で装置のさまざまな領域が判
別可能にしてある。
【図５】本発明に係る装置の好ましい第２実施形態の立体図である。
【図６】本発明に係る装置の好ましい第３実施形態の略平面図である。
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